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通信５Ｇサービス開始と 

規格競争の行方 

 

 

2020 年春から、次世代通信規格「5G」の  
サービスが開始されます。すでに米国や韓国
では始まっており、ようやく日本でも開始され
ます。通信規格は 1980 年前後に始まり、1G
から 2G、3G…と進化を続けました。規格がグ
レードアップすることで、よりよい通信インフラ
が整備され、同時に自動車電話や携帯電話、
そして着メロや i モードといった、便利で生活
を豊かにするものが誕生しました。 
 
 次世代の 5G はあらゆるものを一変させると
いわれています。特徴は、「超高速・大容量」、
「超低遅延」、「多数同時接続」といったことが
挙げられます。多数同時接続とは、同時に多
数の端末を使えるようになることを指します。
結果、あらゆるモノがインターネットにつながる
社会が実現します。これまで、インターネットに
は、PCやスマホ、テレビなどがつながっていま
したが、今後は、洗濯機、冷蔵庫などの家電
や自動車、さらには時計や洋服、テニスラケッ
トといった身の回りのものまでが繋がるようにな
ります。自動車がインターネットにつながると、
一台ごとの位置情報が正確にわかるようになり
ます。すると、渋滞をしている地域が明らかに
なり、ドライバーは比較的空いている道を選ん
で走行できるようになります。 
 
 「超高速・大容量」「超低遅延」の特徴を活か
したものには、映像やゲームがあります。近年、
YouTube によるゲーム実況が人気を博してい
ますが、将来は、視聴者は YouTube で他者の
プレーを観るだけでなく、リアルタイムで自由
にゲームへ参加できるようになります。 
 

 また、これまでの仮想現実（VR）は乗り物酔いに近
い症状（VR 酔い）が生じてしまい、今ひとつ普及しま
せんでした。が、5G の超低遅延の技術により、VR 酔
いが解消され急速に広まる可能性も出てきました。 
 
2020 年春から、日本でも次世代通信規格「5G」の 

サービスが開始されます。5G により、スマホやゲーム
だけでなく、家電や自動車までもがインターネットに
つながり、より豊かな生活が実現すると言われていま
す。ただ、課題があるのも事実です。最も懸念される
ことはプライバシーやセキュリティーに関することです。
5G は様々なものがインターネットに繋がり、利便性が
高まる一方で、利用者の個人情報が外に流れるリス
クがさらに高まります。 
 
 また、5G の開発競争で、日本企業は出遅れてしま
いました。特許数をみても、米国や中国のほか、フィ
ンランド、スウェーデンなどが多く保有しており、日本
は数で劣ります。その中にあって、通信技術の先端
分野では、次々世代にあたる 6G の開発が進んでい
ます。実用化は 2030 年ごろと見込まれています。5G
では後じんを拝した日本ですが、6G では巻き返しを
狙いたいところです。 
 
 現在の開発状況は、NTT が 6G に関し、「IOWN（ア
イオン）」と呼ぶネットワーク構想を発表しました。世界
標準になることを目指していますが、標準技術となる
かどうかは、一社の力だけでは足りません。多くの有
力企業と手を組む必要があります。そこで、NTT は 
ソニーや米インテルと 6G の開発で連携すると発表し
ました。 
 
 また、最近は、6G に関する要素技術が少しずつ姿
を見せ始めました。日本の活躍に期待ができるニュ
ースとしては、昨年、NTT が理論的な通信容量の上
限である「シャノン限界」を達成したことが挙げられま
す。通信規格は開発が進むごとに、超高速・大容量
化が進みます。シャノン限界は理論的に超えられな
いとされています。シャノン限界を達成した日本は、
他国と比べ一歩前を歩み始めたといえます。 
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当団体は、異なる業種の経営者が相集い、 力を合わせ、自らの研鑚と親睦を通じて、

斬新な経営感覚と新たな販売促進を創造して、メンバー同士でより健全な事業所とその 

事業所のイメージアップを図り、地域社会に貢献できる事業所となることを目的とする。 

活動方針 人の輪・衆智・繁栄 

記事の内容に関するお問い合わせは事務局までご連絡ください。 

ウィークリーはメールでの配信も行っております。お手数ですが、「メール希望」・「配信停止希望」と件名にご入力の上、    

skc-soudan@skc.ne.jp まで空メールをご送信ください。また、FAX ご不要の際は、その旨をお電話にてお申しつけください。             


